
長泉麗峰山の会・山行報告書                        文・写真   後藤 

山行番．  NO.2087 

日 時  2025 年 06 月 28 日（土）晴 

山 域  諏訪・入笠山（1955ｍ） 

コース  長泉 5:00-沢入登山口 7:40-入笠湿原 8:35-山彦荘 8:46-岩コース-入笠山 9:22-大阿原湿原 

     10:11～11:11（一周・昼食）-展望台 11:40-山彦荘-登山口 13:04-長泉 16:00 

単純標高差 沢入登山口約 1450ｍ～入笠山 1955ｍ＝505ｍ 

難易度  非常に困難  困難  やや困難  レ普通  やや易しい  易しい 

モーレツ寒波のリベンジを果たす 
参加者  後藤、勝又、峰田、斎藤＝4 名 

春ゼミに誘われて 

 入笠山は、今年２月５日に訪れた。当日は「この冬一番、最強モーレツ寒波襲来」山頂

気温はー15 度、強風・展望０だった。 

 それはそれでイイ経験だったが、なんとなく「モヤモヤ」「スッキリしない」だった。そ

んなこんなで今回の再訪となった。 

 5 時発、懸念の沢入駐車場は空いていた。「早起きは三文の徳」か。ちなみに「三文」は、

現在の 100 円くらいという。駐車場は気温約 15 度で爽やかだった。 

 

 
沢入駐車場                 2025/02/06 

 

 春ゼミに招かれるように登山開始。登山道は整備が行き届き上り易い。カラマツ林に渡

る風が気持ち良い。冬は聞けなかった、「沢音」が、名前の如く左手下から聞こえた。小一

時間で「入笠湿原」着。天気は素晴らしく蒼穹が広がる。 

まだ「ゴンドラ登山者」は少なかった。アヤメ群落が見事。山は「鹿柵」が完璧で食害

はすくないようだ。 

 湿原を一周し山彦荘着。MLB ドジャーズ・ロバーツ監督似のオジサンが店頭でグッズ・

食品を販売していた。早朝発で小腹が減ったので、「信州名物ドラ焼き・抹茶そばドラ」を 

買って食べた。200-だが、味はイマイチだった。 



 
山彦荘                  そばドラ 

 
入笠湿原 

快晴の山頂に導かれる 

 トイレを済ませ山頂に向かう。冬、「ラッセルした」草原はパスした。周りは、少し早い

「九輪草」が群生していた。山頂へは「岩コース」「楽ちんコース」があった。右手の岩コ

ースに入る。岩コースといっても普通のコースだった。 

 白いあご髭が見事な方が下って来た。お幾つだろうか？空が切れたら山頂だった。大勢

休んでいた。皆さま、大阿原湿原には行かないようだ。 

早くも昼食？の方がいた。山頂から冬見られなかった、八ッ・甲斐駒・仙丈・北アが確

認出来て良かった。 



 
入笠山山頂 

 
 

 冬、何処かの方が強風で飛ばされた、記念撮影用の大看板を容器から出して撮影した。

専門容器に収納とは、随分、親切な対応である。 

 大阿原湿原に向かう。30 分ほど掛かった。1980 年 5 月、家族で一度訪れたことがあるが、

全く記憶はなかった。その後、1987 年、三島労山バスハイキングで来た。当時、林道はバ

ス乗り入れ可能だった。 

 湿原は半分周回で約 1 時間掛かった。季節は夏でめぼしい花はなかった。湿原は「乾燥・

陸地化」が進んでいる印象だった。周回後、展望テラスで昼食。木陰で涼しい風が吹いて

いた。 



 

大阿原湿原 

冬、楽しめなかった展望テラスで快哉 

 林道は通行止めだが、展望テラス近くの駐車場に車が 2 台あった。近くの方に聞いたら

「マナスル山荘とか宿泊すると車で来れるらしい」だった。 

アベックのお二人は下から自転車で来たという。駐車場は標高約 1450ｍで湿原は 1820

ｍ。結構、キツイなあ。歩きが楽かな？最も下りは楽勝だ。 

 テラスから上り返して、山頂下からトラバースし展望テラスに着いた。冬展望はなかっ

たが、今回は堪能できた。 

 更にトラバースで冬ラッセルした草原を下る。ゴンドラ登山者がわんさか来た。ゆっく

り出て来てゴンドラ利用はこの時間か？花は残り鈴蘭・白山風露・山苧環・菖蒲・日光黄

菅などなど、そこそこ楽しめた。沢入登山道は静かだった。 

 

 
今回                    2025/02 


